
白
鳥
が
北

へ
旅
立
っ
て
か
な

り
の
日
が
経
っ
た
。
暦
の
上
で

は
、
も
う
と
っ
く
に
春
だ
と
い

う
の
に
連
日
肌
寒
い
日
が
続
い

て
い
る
。
 山
は
ま
だ
残
雪
が
い

っ
ぱ

い
で
あ
る
。
 

長
期
予
報
で
は
、
ま
た
冷
夏

で
は
な
い
か
と
さ
さ
や
か
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
今
年
も
ま
た

追
い
打
ち
を
か
け
ら
れ
た
の
で

は
た
ま
ら
な
い
。
 

春
の
訪
れ
が
遅
い
か
ら
と
い

っ
て
、
腕
を
こ
ま
ぬ
い
で
は
お

ら
れ
な

い
。
も
う
時
だ
。
 

風
は
ま
だ
肌
を
刺
す
よ
う
に

冷
た
い
け
れ
ど
、
今
日
は
総
出

で
苗
代
づ
く
り
。
 

種
よ
 
苗
よ
 

俺
た
ち
も
一
生
懸
命
や
る
か

ら
、
お
前
た
ち
も
寒
さ
に
負
け

ず
元
気
に
丈
夫
に
育
っ
て
ほ
し
 

‘
し
 お

前
た
ち
が

へ
こ
た
れ
て
い

る
と
、
世
の
中
も
ど
ん
よ
り
暗

く
な
っ
て
し
ま
う
。
 

晴
れ
や
か
な
笑
顔
を
見
せ
ろ
。
 

太
陽
も
き
っ
と
味
方
す
る
。
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春
の
訪
れ
が
遅
い
か
ら
と
い
 

白
鳥
が
北

へ
旅
立
っ
て
か
な

り
の
日
が
経
っ
た
。
暦
の
上
で

は
、
も
う
と
っ
く
に
春
だ
と
い

う
の
に
連
日
肌
寒
い
日
が
続
い

て
い
る
。
 山
は
ま
だ
残
雪
が
い

っ
ぱ

い
で
あ
る
。
 

長
期
予
報
で
は
、
ま
た
冷
夏

で
は
な
い
か
と
さ
さ
や
か
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
今
年
も
ま
た

追
い
打
ち
を
か
け
ら
れ
た
の
で

は
た
ま
ら
な

い
。
 

り

麟
 
っ
に
、噴
准
遮
い

て
はお
 

風
は
ま
だ
肌
を
刺
す
よ
う
に

冷
た
い
け
れ
ど
、
今
日
は
総
出

で
苗
代
づ
く
り
。
 

種
よ
 
苗
よ
 

俺
た
ち
も
一
生
懸
命
や
る
か

ら
、
お
前
た
ち
も
寒
さ
に
負
け

ず
元
気
に
丈
夫
に
育
っ
て
ほ
し
 

い
。
 

お
前
た
ち
が

へ
こ
た
れ
て
い

る
と
、
世
の
中
も
ど
ん
よ
り
暗

く
な
っ
て
し
ま
う
。
 

晴
れ
や
か
な
笑
顔
を
見
せ
ろ
。
 

太
陽
も
き
っ
と
味
方
す
る
。
 

豊焦を祈る苗代づく 

ら
れ
な
い
。
も
う
時
だ
。
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昭
和
五
十
九
年
度
の
新
し
い

行
政
連
絡
員
百
六
十
人
が
決
ま

り
、
四
月
二
十
五
日
、
そ
の
委

嘱
の
交
付
式
が
市
民
文
化
会
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

森
田
市
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

行
政
連
絡
員
は
、
市
民
と
市
政

を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
行
政

か
ら
の
連
絡
と
、
各
地
区
の
実
 
 

情
、
要
望
な
ど
を
市
政
に
反
映

さ
せ
る
役
割
を
担
い
ま
す
。
 

任
期
は
今
年
度
か
ら
二
年
間

と
な
り
ま
し
た
。
新
行
政
連
絡

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬称

略
）
 

五
所
川
原
地
区
 

▽
錦
町
 
長
内
千
代
吉
▽
幾
 

る
 

%
―
 
ー・

 

・

ミ
与
『
．
 

者
ゴ
事
．
 

、
．
ー．I

・
 

一
一
り
二
二
にn『
」
稽
縄
（
 

什
ニF
、
与
脅旨苦
苫
主
〈A占●幸
《
？
 

島
町
 
塚
本
柾
夫
▽
柏
原
町

高
松
三
雄
▽
上
平
井
町
 
気
田

勝
治
▽
平
井
町
 
津
川
武
雄
▽

中
平
井
町
 
和
田
善
七
▽
下
平

井
町
 
木
村
智
慧
雄
、
高
橋
善

次
郎
▽
さ
つ
き
町
 
尾
野
男
茶

▽
敷
島
町
 
開
米
尾
次
▽
東
雲

町
 
木
村

一
雄
▽
旭
町
 
成
田

栄
治
▽
大
町
 
姥
子
竹
次
郎
▽

寺
町

・
岩
木
町
 
福
士
孝
一
▽

末
広
・
新
宮
町
 
松
本

一
雄
▽

末
広
町
 
小
野
清
茂
▽
布
屋
町

葛
西
徳
蔵
▽
本
町
 
葛
西
専
造

▽
東
町
 
小
山
末
治
▽
弥
生
町

宮
野
淳
▽
鎌
谷
町
 
藤
森
正
夫

▽
鎌
谷
町
（
鳥
森
）
 
一
戸
勇

▽
鎌
谷
町
（
ー
ッ谷
）
 三
上
晴

男
▽
川
端
町
 
三
国
谷
富
雄
▽

第

一
柳
町
 
対
馬
左
都
夫
▽
第

二
柳
町
 
葛
西
富
蔵
▽
成
田
町

三
浦
慶
助

▽
元
町
 
蒔
田
鉄

男
▽
新
町
 
唐
牛
行
雄
▽
田
町

佐
々
木
兼
五
郎
▽
栄
町
 
江
良

直
義
▽
田
園
町
 
大
沢
拓
三
▽

十
川
町
 
前
田
貢
▽
平
和
町

村
田
房
雄
、
野
呂
甚
助
▽
雛
田

平
山
昭
三
▽
小
曲
 
成
田
孝

一

郎
▽
沼
田
町
 
古
川
ミ
ツ
エ
▽

八
重
菊
 
（
未
定
）
 

湊
団
地
 

▽
第
一
千
鳥
町
 
原
田
市
太

郎
▽
千
鳥
町
 
北
浦

一
義
▽
湊

団
地
町
 
藤
森
豊
太
郎
 

松
島
団
地
 

▽
一
丁
目
 
藤
田
善
太
郎
▽

二
丁
目
 
長
尾
与
広
▽
三
丁
目

沢
村
繁
▽
四
丁
目
 
葛
西
勇
三

郎
▽
五
丁
目
 
工
藤
昭
子
▽
六

丁
目
 
白
川
久
夫
▽
七
丁
目

春
藤
孝
男
▽
八
丁
目
 
千
葉
惣

之
助
 

若
葉
地
区
 

▽
市
営
住
宅
 
中
谷
正
治
▽

県
営
住
宅
 
小
野
つ
え
▽
第
一

町
内
 
白
取
孝

一
▽
第
二
町
内

原
田
ヒ
ロ
 

七
和
地
区
 

▽
高
野
 
楠
美
浩
正
、
堀
内

謙
司
、
小
笠
原
惣
三
郎
▽
前
田

野
目
 
斎
藤
定
美
、
大
坂
幸
雄

▽
持
子
沢
 
三
上
行
夫
▽
羽
野

木
沢
 
伊
藤
武
一
▽
原
子
 
斎

藤
伊
助
、
柳
原
政
次
郎
▽
俵
元

外
崎
善
太
郎
 

長
橋
地
区
 

▽
浅
井
 
今
武
四
郎
▽
福
山

石
岡
勇
吉
、
小
田
桐
柾
五
郎
▽

杉
派
立
 
石
岡
粕
蔵
▽
野
里

石
岡
周
助
▽
神
山
 
松
野
辰
巳

▽
松
野
木
 
長
尾
芳
彦
▽
福
岡

横
嶋
貞
吉
▽
若
山
 
成
田
政
敏

▽
石
田
坂
 
片
岡
重
義
▽
戸
沢

間
山
正
由
▽
豊
成
 
長
尾
正
直

梅
沢
地
区
 

▽
梅
田
（
上）
 
成田
友
則
▽
 
 

梅
田
（
中
）
前
田
誠
▽
梅
田
（
下
）
 

前
田
武
四
郎
▽
中
泉
 
小
山
内

辰
一
、
関
勝
治
 

栄
地
区
 

▽
湊
 
平
山
弥
助
、
三
橋
兼

蔵
▽
姥
蓮
 
木
村
三
四
郎
▽
猫

測
 
藤
田
藤
栄
▽
三
ッ
谷
 
岩

測
睦
男
▽
稲
実
 
加
藤
藤
男
、
 

木
村
勝
四
郎
▽
広
田
 
山
田
喜

代
次
、
鹿
内
二
一
郎
▽
雇
用
促

進
住
宅
 
小
山
内
哲
夫
▽
七
ッ

館
 
葛
西
繁
夫
、
葛
西
喜
美
雄

▽
み
ど
り
町
一
丁
目
 
石
塚

鉄
男
▽
二

・
三
丁
目
 
小
野
栄

子
▽
四
丁
目
 
長
内
武
男
▽
五

丁
目
 
宮
腰
富
美
枝
▽
六
丁
目

木
村

一
四
五
▽
七
丁
目
 
加
藤

平
内
吉
▽
八
丁
目
 
田
中
ヤ
ェ

松
島
地
区
 

▽
吹
畑
 
寺
田
寿
▽
唐
笠
柳

橘
節
男
▽
石
岡
 
佐
々
木
嘉
四

太
郎
▽
水
野
尾
（上
）
 
森美
佐

雄
▽
水
野
尾
（下
）
 
高橋
信
一

▽
漆
川
 
吉
村
嘉
右
工
門
▽
太

刀
打
 
山
形
隆
一
▽
桃
崎
 
小

川
仁
市
▽
尻
無
 
山
田
実
▽
一

野
坪
 
一
ニ
浦柾
一
▽
石
畑
 
対

馬
佐
三
雄
▽
前
落
・
中
村
 
山

口
正
明
▽
馬
性
 
高
橋
天
進
▽

野
崎
 
野
呂
千
代
作
▽
田
中

工
藤
賢
蔵
▽
悪
戸
・
宮
田
 
高

橋
博
士
▽
川
代
田
 
太
田
平
造

▽
米
田
 
対
馬
貞
市
▽
二
本
柳

千
田
徳
一
 

飯
詰
地
区
 

▽
坂
の
上
 
長
峰
勝
義
▽
南
 
 

新
 
柳
原
与
四
郎
▽
北
新

・
中

町
 
鳴
海
実
▽
新
町
・
大
町

山
口
賢
吉
▽
伝
助
町

・
下
町

三
浦
利
雄
▽
上
町
‘
寺
町
 
中

谷
庄
左
衛
門
▽
大
正
町
 
中
村

敬
一
▽
大
日
町
 
柳
原
幸
枝
▽

南
下

・
中
下
 
工
藤徳
三
郎
▽

長
坂
 
笠
井
正
昭
▽
曙
町
 
岡

田
晴
正
▽
興
隆

‘
朝
日
 
鳴
海

亮
三
▽
下
岩
崎
 
其
田
秀
樹
▽

五
本
松

・
北
下
 
三
上
兼
四郎

▽
下
村
 
今
実
 

中
川
地
区
 

▽
川
山（
上
）
松沢
松
治
郎
▽

川
山
（
中
）
 
藤
森源
太
郎
▽
川

山
（下
）
 館
山
長
治
郎
▽
沖
飯

詰
 
藤
森
勇
▽
桜
田
 
沢
田
義

夫
▽
中
泊
 
高
橋
長
作
▽
種
井

高
橋
敏
江
▽
田
川
 
山
形
昂
一

▽
新
宮
 
山
川
実
 

三
好
地
区
 

▽
鶴
ケ
岡
 
木
村
昌
二
、
長

尾
一
男
、
葛
西
喜
代
治
▽
藻
川

佐
藤
勇
造
、
川
浪
勇
一
、
 一
戸

助
六
、
高
橋
由
造
▽
高
瀬
 
木

村
与
五
郎
▽
福
井
 
小
笠
原
一
 

β
 

良
 昆

沙
門
地
区
 

▽
毘
沙
門
 
北
川
要
二
郎
▽

旭
・
新
田
 
太
田
藤
太
郎
▽
中

崎
 
岡
田
弘
▽
共
栄
 
山
口
栄

太
郎
▽
中
野
・
川
端
 
杉
山
治

▽
長
富
（
上
）
 
増
田
光信
▽
長

富
（中
）
高
橋
聡
允
▽
長
富
（中
）
 

斎
藤
秀
成
▽
長
富
（
下
）
 
木村

千
代
作
 

! 

ど
う
ぞ

よ
ろ
し

く
 

新
行
政
連
絡
員
 

r
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昭
和
五
＋
九
年
度
の
新
し
い

行
政
連
絡
員
百
六
十
人
が
決
ま

り
、
四
月
二
十
五
日
、
そ
の
委

嘱
の
交
付
式
が
市
民
文
化
会
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

森
田
市
長
か

ら
委
嘱
さ
れ
た

行
政
連
絡
員
は
、
市
民
と
市
政

を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
行
政

か
ら
の
連
絡
と
、
各
地
区
の
実
 
 

情
、
要
望
な
ど
を
市
政
に
反
映

さ
せ
る
役
割
を
担
い
ま
す
。
 

任
期
は
今
年
度
か
ら
二
年
間

と
な
り
ま
し
た
。
新
行
政
連
絡

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（敬
称

略
）
 

五
所
川
原
地
区
 

▽
錦
町
 
長
内
千
代
吉

▽
幾
 
 

島
町
 
塚
本
柾
夫

▽
柏
原
町

高
松
三
雄
▽
上
平
井
町
 
気
田

勝
治
▽
平
井
町
 
津
川
武
雄

▽

中
平
井
町
 
和
田
善
七
▽
下
平

井
町
 
木
村
智
慧
雄
、
高
橋
善

次
郎
▽
さ
つ
き
町
 
尾
野
男
茶

▽
敷
島
町
 
開
米
尾
次

▽
東
雲

町
 
木
村
一
雄
▽
旭
町
 
成
田

栄
治
▽
大
町
 
姥
子
竹
次
郎
▽

寺
町

・
岩
木
町
 
福
士
孝

一
▽

末
広
・
新
宮
町
 
松
本
一
雄
▽

末
広
町
 
小
野
清
茂
▽
布
屋
町

葛
西
徳
蔵
▽
本
町
 
葛
西
専
造

▽
東
町
 
小
山
末
治

▽
弥
生
町

宮
野
淳
▽
鎌
谷
町
 
藤
森
正
夫

▽
鎌
谷
町
（
鳥
森
）
 
二

P
勇

▽
鎌
谷
町
（
ー
ッ
谷
）
 
三
上
晴

男
▽
川
端
町
 
三
国
谷
富
雄

▽

第

一
柳
町
 
対
馬
左
都
夫
▽
第

二
柳
町
 
葛
西
富
蔵
▽
成
田
町

三
浦
慶
助

▽
元
町
 
蒔
田
鉄

男
▽
新
町
 
唐
牛
行
雄
▽
田
町

佐
々
木
兼
五
郎
▽
栄
町
 
江
良

直
義
▽
田
園
町
 
大
沢
拓
三

▽

十
川
町
 
前
田
貢
▽
平
和
町

村
田
房
雄
、
野
呂
甚
助
▽
雛
田

平
山
昭
三
▽
小
曲
 
成
田
孝

一

郎
▽
沼
田
町
 
古
川
ミ
ツ
ェ
▽

八
重
菊
 
（
未
定
）
 

湊
団
地
 

▽
第

一
千
鳥
町
 
原
田
市
太

郎
▽
千
鳥
町
 
北
浦

一
義
▽
湊

団
地
町
 
藤
森
豊
太
郎
 

松
島
団
地
 

▽
一
丁
目
 
藤
田
善
太
郎
▽

二
丁
目
 
長
尾
与
広
▽
三

丁
目

沢
村
繁

▽
四
丁
目
 
葛
西
勇
三

郎
▽
五
丁
目
 
工
藤
昭
子

▽
六

丁
目
 
白
川
久
夫
▽
七
丁
目

春
藤
孝
男
▽
八
丁
目
 
千

葉
惣

之
助
 

若
葉
地
区
 

▽
市
営
住
宅
 
中
谷
正
治

▽

県
営
住
宅
 
小
野
つ
え

▽
第

一

町
内
 
白
取
孝

一
▽
第
二
町
内

原
田
ヒ
ロ
 

七
和
地
区
 

▽
高
野
 
楠
美
浩
正
、
堀
内

謙
司
、
小
笠
原
惣
三
郎

▽
前
田

野
目
 
斎
藤
定
美
、
大
坂
幸
雄

▽
持
子
沢
 
三
上
行
夫

▽
羽
野

木
沢
 
伊
藤
武
一
▽
原

子
 
斎

藤
伊
助
、
柳
原
政
次
郎
▽
俵
元

外
崎
善
太
郎
 

長
橋
地
区
 

▽
浅
井
 
今
武
四
郎

▽
福
山

石
岡
勇
吉
、
小
田
桐
柾
五
郎
▽

杉
派
立
 
石
岡
粕
蔵
▽
野
里

石
岡
周
助
▽
神
山
 
松
野
辰
巳

▽
松
野
木
 
長
尾
芳
彦
▽
福
岡

横
嶋
貞
吉

▽
若
山
 
成
田
政
敏

▽
石
田
坂
 
片
岡
重
義

▽
戸
沢

間
山
正
由
▽
豊
成
 
長
尾
正
直

梅
沢
地
区
 

▽
梅
田
（
上
）
 成
田
友
則
▽
 
 

梅
田
（
中
）
前
田
誠
▽
梅
田
（下
）
 

前
田
武
四
郎
▽
中
泉
 
小
山
内

辰
一
、
関
勝
治
 

栄
地
区
 

▽
湊
 
平
山
弥
助
、
三
橋
兼

蔵
▽
姥
落
 
木
村
三
四
郎
▽
猫

測
 
藤
田
藤
栄
▽
三
ッ
谷
 
岩

測
睦
男
▽
稲
実
 
加
藤
藤
男
、
 

木
村
勝
四
郎
▽
広
田
 
山
田
喜

代
次
、
鹿
内
二
一
郎
▽
雇
用
促

進
住
宅
 
小
山
内
哲
夫

▽
七
ッ

館
 
葛
西
繁
夫
、
葛
西
喜
美
雄

▽
み
ど
り
町
一

丁
目
 
石
塚

鉄
男
▽
二

・
三
丁
目
 
小
野
栄

子
▽
四
丁
目
 
長
内
武
男
▽
五

丁
目
 
宮
腰
富
美
枝

▽
六
丁
目

木
村
一
四
五
▽
七
丁
目
 
加
藤

平
内
吉
▽
八
丁
目
 
田
中
ヤ
ェ

松
島
地
区
 

▽
吹
畑
 
寺
田
寿
▽
唐
笠
柳

橘
節
男
▽
石
岡
 
佐
々
木
嘉
四

太
郎
▽
水
野
尾
（
上
）
 
森
美
佐

雄
▽
水
野
尾
（
下
）
 
高橋
信
一

▽
漆
川
 
吉
村
嘉
右

工
門
▽
太

刀
打
 
山
形
隆

一
▽
桃
崎
 
小

川
仁
市
▽
尻
無
 
山
田
実
▽
一

野
坪
 
三
浦
柾
一

▽
石
畑
 
対

馬
佐
三
雄

▽
前
落

・
中
村
 
山

口
正
明
▽
馬
性
 
高
橋
天
進

▽

野
崎
 
野
呂
千
代
作

▽
田
中

工
藤
賢
蔵
▽
悪
戸
・
宮
田
 
高

橋
博
士
▽
川
代
田
 
太
田
平
造

▽
米
田
 
対
馬
貞
市

▽
二
本
柳

千
田
徳
一
 

飯
詰
地
区
 

▽
坂
の
上
 
長
峰
勝
義

▽
南
 
 

新
 
柳
原
与
四
郎
▽
北
新
・
中

町
 
鳴
海
実
▽
新
町

・
大
町

山
口
賢
吉
▽
伝
助
町

・
下
町

三
浦
利
雄
▽
上
町

・
寺
町
 
中

谷
庄
左
衛
門
▽
大
正
町
 
中
村

敬
一
▽
大
日
町
 
柳
原
幸
枝

▽

南
下

・
中
下
 
工
藤
徳
三
郎

▽

長
坂
 
笠
井
正
昭
▽
曙
町
 
岡

田
晴
正
▽
興
隆

・
朝
日
 
鳴
海

亮
三
▽
下
岩
崎
 
其
田
秀
樹

▽

五
本
松

・
北
下
 
三
上
兼
四
郎

▽
下
村
 
今
実
 

中
川
地
区
 

▽
川
山
（
上
）
松
沢松
治
郎
▽

川
山
（
中
）
 
藤
森
源太
郎
▽
川

山
（
下
）
 
館
山
長
治
郎

▽
沖
飯

詰
 
藤
森
勇
▽
桜
田
 
沢
田
義

夫
▽
中
泊
 
高
橋
長
作

▽
種
井

高
橋
敏
江
▽
田
川
 
山
形
昂
一

▽
新
宮
 
山
川
実
 

三
好
地
区
 

▽
鶴
ケ
岡
 
木
村
昌
二
、
長

尾
一
男
、
葛
西
喜
代
治

▽
藻
川

佐
藤
勇
造
、
川
浪
勇
一
、
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戸

助
六
、
高
橋
由
造

▽
高
瀬
 
木

村
与
五
郎
▽
福
井
 
小
笠
原
一
 

β
 

良
 昆

沙
門
地
区
 

▽
毘
沙
門
 
北
川
要
二
郎

▽

旭

・
新
田
 
太
田
藤
太
郎
▽
中

崎
 
岡
田
弘

▽
共
栄
 
山
口
栄

太
郎
▽
中
野

・
川
端
 
杉
山
治

▽
長
富
（
上
）
 増
田
光
信
▽
長

富
（
中
）
高
橋
聡
允
▽
長
富
（
中
）
 

斎
藤
秀
成
▽
長
富
（
下
）
 
木
村

千
代
作
 

ど
う
ぞ

よ
ろ
し

く
 

ど
寺
叫
m
.
 

新
行
政
連
絡
員
決
ま
る
難
 

毒
菩
示
ま
“
皆
コジ
ぐ
●
」的
〈苦
兼
写
仁
昨
 

r
 

r
 



(566-) 広報ごしょがわら ③ 昭和59年（1984年） 5 月 1日 

計量器（はかり）定期検査

日程のお知らせ 
昭和59年度の計量器の定期検

査を、次の日程で行ないます。 

商店、農業経営者などで計量器

を使用している方は、年1回の

定期検査を必ず受けてください。 

●注意事項 

① 検査当日は通知書（はがき）、印鑑、検査料をご持参くだ

さし、。 

② 検査を受けないはかりは使用することができません。 

③ 通知書の期日に検査を受けられない方は他の場所でも受

けられます。 

④ 期間中に検査を受けないと県計量検定所（青森市）で受

検しなければなりません。 

⑤検査料は昨年度と同じで、最高は台手動はかりの1.750円、 

最低は棒はかり、直線目盛りはかりの100円です。 

期 	日 日寺 	間 場 	所 対象地区 

5 月21日旧） 1
 
0
 

時
 

。J
・
→
 

0
2
 

分時
 
か

ま
 
ら
で
 

市毘
 
役
門
 
所
所
 

沙
 
支
 

毘沙門地区 

ク 13時から 
15時まて、 

市 	役 	所 
飯 詰 支 所 飯詰地区 

5 月22日（メ◇ 10時から 
15日寺まて、 

市三
 
農
 

協
所
 

好
 
支
 

三好地区 

5 月23日（困 10時から 
11時30分まて、 

コ ミ 七 ン 中 川 中川地区 

ク 13日寺から 
15fl寺まて、 議軽‘替静 松島地区

松島町を含む 

5 月24日（困 10日寺から 
11日寺30分まて、 粟 	妻 	欝 栄 地 区 

ク 13時から 
14日寺30分まて、 

市梅
 
役
 
所
所
 

沢
 
支
 

梅沢地区 

5 月25日（鋤 1
1
 
0

1
 

時
時
 
か

3
0
 

ら
分
 
ま
 
で
 

コ ミ セ ン 長橋 長橋地区 

ク 13時から 
14時まて’ 

市七
 
役
 

和
 
支
 
所
所
 

七和地区 

5 月28日網） l雛お昇まて， 左轟町散姦爵 五小学地区 

5 月29日り◇ ク ク 

5 月30日（加 ク 	ク 市民文化会館 i斬小学区 

5 月31日（オ9 1
 
0
 

時
 
ら
時

か
1
5
 

ま
 
で
 

ク 

、
 

地
域
開
発
の
期
待
担
い
 

青

森
職
訓
短
大

ス
タ

ー
ト
れ
 

昭
和
5
9年
工
業
統
計
調
査の
 

ポ
ス
タ

ー
公
募
し
て
い
ま
す
 

西
北
五
地
方
初
の
大
学
、
五

所
川
原
市
の
青
森
職
業
訓
練
短

期
大
学
校
が
開
校
、
十
二
日
、
 

第
一
期
生
六
十
七
人
を
迎
え
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

中
に
金
属
成
形
科
の
佐
藤
美
香

さ
ん

（
十
九
）
ー
弘
前
南
高
校

卒
ー
、
電
子
科
の
上
田
笑
路
さ

ん
（
十
八
）
ー
木
造
高
校
卒
ー
の

紅
二
点
の
入
学
生
が

い
ま
し
た
。
 

同
短
大
は
現
在
の
五
所
川
原
 
 

総
合
高
等
職
業
訓
練
校
を
昇
格

さ
せ
た
も
の
で
、
雇
用
促
進
事

業
団
の
全
国
に
あ
る
総
合
高
等

職
業
訓
練
校
を
、
短
大
と
技
能

開
発
セ
ン
タ
ー
に
転
換
し
よ
う

と
い
う
計
画
の
一
環
で
す
。
職

業
訓
練
短
大
と
し
て
は
全
国
で

十
番
目
、
東
北
で
は
宮
城
に
続

い
て
二
番
目
で
す
。
 

入
学
式
で
は
石
綿
丈
夫
校
長

代
理
が
 
「短
期
大
学
校
に
昇
格
 
 

し
て
初
め
て
の
入
学
生
と
し
て
、
 

自
分
か
ら
問
題
を
発
掘
、
考
え

る
学
生
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
 
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
来
賓
と
し
て
出
席

し
た
北
村
県
知
事
、
森
田
市
長

が
、
「
地
域
開
発
の
大
き
な
推
進

力
と
し
て
期
待
し
て
い
ま
す
」
 

と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

続
い
て
新
入
生
を
代
表
し
て

上
田
さ
ん
が
「
短
期
大
学
校
学

生
と
し
て
恥
じ
な
い
よ
う
、良
い

技
術
者
に
な
る
た
め
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
」
と
力
強

い
宣
誓

を
し
ま
し
た
。
 
 

〇
通
商
産
業
省
で
は
、
同
省
が

毎
年
実
施
し
て
い
る
工
業
統
計

調
査

（
十
二
月
三
十
一
日
）
を
）
 

を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
の
広

報
用
ポ
ス
タ
ー
を
広
く
一
般
（
小
 

・

中
学
生
を
含
む
）
か
ら
募
集

し
て
い
ま
す
。
 

一
、
応
募
作
品
の
内
容
 

H
応
募
作
品
は
、
製
造
事
業

所
が
工
業
統
計
調
査
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
そ
の

協
力
が
得
ら
れ
る
内
容
の

も
の
で
、
未
発
表
の
も
の

と
す
る
。
 

口
ポ
ス
タ
ー
の
規
格
 

⑦
用
紙
の
大
き
さ
縦
5
9霧
、
 

横
4
2誇
（
日
本
標
準
規

格
A
2

版
）
で
縦
長
に

使
用
す
る
。
 

⑩
使
用
す
る
色
4
色
以
内
 

（白
色
は
一
色
と
数
え

な
い
。）
 

固
図
案
に
入
れ

る
文
字
 

「通
商
産
業
省
」
「工
業

統
計
調
査
J
r昭
和
五
十

九
年
十
二
月
三
十
一
日
」
 

国
写
真
は
使
用
し
な
い
も

の
と
す
る
。
 

団
応
募
す
る
ポ

ス
タ
ー
の

裏
面
に
は
、
「住
所
、
氏

名
、
職
業

（
学
生
の
場
 
 

合
は
学
校
名
）
」
を
必
ら

ず
明
記
す
る
も
の
と
す

る
。
 

ニ
、
応
募
期
限
 

昭
和
五
十
九
年
六
月
三
十

日
消
印
有
効
）
 

応
募
先
 

〒
 
青
森
市
長
島
一
ー
一
 

ー
一
 
青
森
県
企
画
部
統

計
課
 
電
話
〇
一
七
七

ー
 

二
ニ
ー
一

一
一
一

（
内線

一
一
一
八
一
）
 

入
選
者
の
発
表
 

入
選
者
は
、
「統
計
だ
よ
り
」
 

（
十
月
一
日
付
け
）
で
公
 

表
す
る
。
（
本
人
に
は
、
直
 

接
通
知
す
る
。）
 

最
優
秀
賞
 

一
名
 

優
秀
賞
 

一
一名
 

優
良
覚
 

若
干
名
 

入
選
作
品
の
著
作
権
 

H
入
選
作
品
の
著
作
権
は
、
 

通
商
産
業
省
に
帰
属
す
る

も
の
と
す
る
。
 

口
応
募
作
品
は
、
返
還
し
な

い
も
の
と
す
る
。
 

口
入
選
し
た
ポ
ス
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
印
刷
等
の
都
合

で

一
部
修
正
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
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ま
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役
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沙
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好
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11日寺30分まて、 粟 	妻 	欝 栄 地 区 

ク 13時から 
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役
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所
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支
 

梅沢地区 

5 月25日（鋤 1
1
 
0

1
 

時
時
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3
0
 

ら
分
 
ま
 
で
 

コ ミ セ ン 長橋 長橋地区 

ク 13時から 
14時まて’ 

市七
 
役
 

和
 
支
 
所
所
 

七和地区 

5 月28日網） l雛お昇まて， 左轟町散姦爵 五小学地区 

5 月29日り◇ ク ク 

5 月30日（加 ク 	ク 市民文化会館 i斬小学区 

5 月31日（オ9 1
 
0
 

時
 
ら
時

か
1
5
 

ま
 
で
 

ク 

、
 

地
域
開
発
の
期
待
担
い
 

青

森
職
訓
短
大

ス
タ

ー
ト
れ
 

昭
和
5
9年
工
業
統
計
調
査の
 

ポ
ス
タ

ー
公
募
し
て
い
ま
す
 

西
北
五
地
方
初
の
大
学
、
五

所
川
原
市
の
青
森
職
業
訓
練
短

期
大
学
校
が
開
校
、
十
二
日
、
 

第
一
期
生
六
十
七
人
を
迎
え
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

中
に
金
属
成
形
科
の
佐
藤
美
香

さ
ん

（
十
九
）
ー
弘
前
南
高
校

卒
ー
、
電
子
科
の
上
田
笑
路
さ

ん
（
十
八
）
ー
木
造
高
校
卒
ー
の

紅
二
点
の
入
学
生
が

い
ま
し
た
。
 

同
短
大
は
現
在
の
五
所
川
原
 
 

総
合
高
等
職
業
訓
練
校
を
昇
格

さ
せ
た
も
の
で
、
雇
用
促
進
事

業
団
の
全
国
に
あ
る
総
合
高
等

職
業
訓
練
校
を
、
短
大
と
技
能

開
発
セ
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タ
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に
転
換
し
よ
う

と
い
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計
画
の
一
環
で
す
。
職

業
訓
練
短
大
と
し
て
は
全
国
で

十
番
目
、
東
北
で
は
宮
城
に
続

い
て
二
番
目
で
す
。
 

入
学
式
で
は
石
綿
丈
夫
校
長

代
理
が
 
「短
期
大
学
校
に
昇
格
 
 

し
て
初
め
て
の
入
学
生
と
し
て
、
 

自
分
か
ら
問
題
を
発
掘
、
考
え

る
学
生
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
 
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
来
賓
と
し
て
出
席

し
た
北
村
県
知
事
、
森
田
市
長

が
、
「
地
域
開
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の
大
き
な
推
進

力
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す
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ま
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張
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強
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宣
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般
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小
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む
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す
。
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品
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H
応
募
作
品
は
、
製
造
事
業
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で
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す
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内
 

（白
色
は
一
色
と
数
え

な
い
。）
 

固
図
案
に
入
れ

る
文
字
 

「通
商
産
業
省
」
「工
業

統
計
調
査
J
r昭
和
五
十

九
年
十
二
月
三
十
一
日
」
 

国
写
真
は
使
用
し
な
い
も

の
と
す
る
。
 

団
応
募
す
る
ポ

ス
タ
ー
の

裏
面
に
は
、
「住
所
、
氏

名
、
職
業

（
学
生
の
場
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島
一
ー
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ー
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企
画
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統

計
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七
七
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二
ニ
ー
一

一
一
一
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一
一
一
八
一
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入
選
者
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発
表
 

入
選
者
は
、
「統
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だ
よ
り
」
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一
日
付
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）
で
公
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す
る
。
（
本
人
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、
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接
通
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す
る
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最
優
秀
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一
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優
秀
賞
 

一
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優
良
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若
干
名
 

入
選
作
品
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著
作
権
 

H
入
選
作
品
の
著
作
権
は
、
 

通
商
産
業
省
に
帰
属
す
る
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と
す
る
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応
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一
 
1

,
 

 

（」
、
一
 ．、
鵬
ぐく
く
・
「《1
い
？一
】
 

ノ
ノ
、
ー
、？「
J乙
】“ニ
ク
、利
川？
月
 

に
防
災
訓
練
 

デ
パ
ー
ト
火
災
ノ

ー
人
の
け

ガ
人
も
出
す
な
ー
と
、
春
の
火

災
予
防
運
動
三
日
目
の
十
一
日

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
デ
パ
ー
ト
丸
友

で
、
防
災
総
合
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

訓
練
に
は
、
五
所
川
原
消
防

署
か
ら
ポ
ン
プ
車
、
は
し
ご
車

も
出
動
、

約
二
百
三
十
人
が
真

剣
に
避
難
し
、
無
事
訓
練
を
終

り
ま
し
た
。
 

訓
練
の
指
揮
に
当
た
っ

た
五

所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
の

黒
石
健
作
消
防
長
は
、
「訓
練
は

手
際
よ
く
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
 

六
日
）
 

■

派
遣
人
員
 
一
名
（
当

市

へ
の
割
当
）
 

■

経
費
 
個
人
負
担
額

二
十

一
万
五
千
円
 

②
現
在
、

青
年
活
動
を
行

っ
て
い
る
方
で
、
指
導
的
役

割
が
で
き
る
方
 

■

申
込
み
先
及
び
お
間
い

合
わ
せ
 
市
内
鎌
谷
町

一
一
 

般分譲住宅購入者募集 
ぐ現在1,100世帯が住み、計画戸数まであと少しとなりました。生活環境の充実 

した快適な住宅団地です。 

〇一般分譲とは 自己資金（公庫以外の機関からの借入金を含む）と住宅金融 

公庫融資とあわせて分譲住宅を今年中にお求めになれる制度です。 

〇地域特別分譲住宅とは 住宅金融公庫償還開始から 5 年間1％の利息の援助 

を青森県から受けられ、公庫融資の増額という特点があります。 

〇詳しくは、青森県住宅供給公社業務課（廿0177 ⑩局1625番） 

五所川原市建設部建築住宅室（ftぐ5)2 1 1 1番内線 239番） 

地域持分→地域特別分譲住宅 

広田団地 

区 	分 募集予定戸数 
一戸当り面積 

譲渡予定 
価 	格 

公庫融資
見込額 

自己資金 募集予定 
時 	期 

宅 地 建 物 

ー般分譲 16 	Iコ 
d 

257- 7
5
 

d
 一
 
 6

 
0
 

 

千円 
10,460 - 

千円 
6,400~ 

千円 
4,060 - 

5 月】日～ 
5 月15日 

地域特分 7 277- 60 声～ 10,750 - 6,900 - 3,850 ク 

■

応
募
資
格
 
①
市
内
に
 
青

少
年
の
家

（
。⑩
六
〇
五

居
住
し
、
日
本
国
籍
を
有
す
 
六

番
）
 

る
二
十
歳
以
上
三
十
歳
未
満
 

■
締
切
り
 
五

月
十
日

の
男
女

（四
月
一
日
現
在

）
 

黙
「
」
 青
森
県
青
年
海
外
派
遣
員
を
募
集
 
醸
“
銭
 

青
年
の
国
際
的
視
野
を
広

め
国
際
協
力
の
精
神
を
高
め

る
と
と
も
に
、
次
代
を
担
う

中
堅
青
年
の
育
成
を
図
る
た

め
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
 

フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
 

西
ド
イ
ツ
、
デ
ン
マ
ー
ク
 

■

期
間
 
昭
和
五
十
九
年

八
月
か
ら
九
月
（
十
五
泊
十
 
 

日
の
訓
練
を
今
後
も
心
に
残
し

て
ほ
し
い
」
 
と
総
評
。
 

ま
た
、

こ
の
日
は
、
同
消
防

署
の
一
日
婦
人
消
防
官
に
な
っ

た
中
居
ひ
か

る
さ
ん
ら
七
人
が
 

“本
番
）
さ
な
が
ら
の
訓
練
を

じ
っ
と
見
守
っ

て
い
ま
し
た
。
 

フ
ァ
ス
ト

コ
ン
 

サ
ー
ト

を
開
催
 

五
所
川
原
吹
奏

楽
団
 

五
所
川
原
吹
奏
楽
団
で
は
、
 

団
結
成
四
年
目
に
し
て
、
こ
の

ほ
ど
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

勤
労
青
少
年
の
サ
ー
ク
ル
活

動
の
一
環
と
し

て
、
日
夜
練
習

に
は
げ
ん
で
き
た
成
果
を
皆
さ

ん
に
ご
披
露
し
た
い
と
思
い

ま

す
。
た
く
さ
ん
の
お
い
で
を
お

待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
 

〇
日
時
 
五
月
三
日
（
木
）
 

午
後
六
時
三
十
分

〇
場
所
 
市
民
文
化
会
館
 

バ
レ

ー
ボ
ー
ル

マ
マ
さ
ん
募
集
 

五
所
川
原
市
女
性
バ
レ
ー
ボ
 

ー
ル
ク
ラ
ブ

（
代
表
 
成
田
キ

ヌ
ョ
）
で
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
や
り
た
い
 
「マ
マ
さ
ん
」
を

広
く
募
集
し

て
い
ま
す
。
 
 

◆
資
格
 

五
所
川
原
市
に
居
住
し
て
 

い
る
既
婚
の
女
性
 

◆
練
習
時

間

・
会
場
 

毎
週
金
曜
日
 
午
後
七
時
 

ー
九
時
 

五
所
川
原
小
学
校
体
育
館
 

（下
平
井
町
）
 
 

◆
費
用
 

ス
ポ
ー
ッ
障
害
保
険
料
年
 

一
、〇
〇
〇
円
、
会
費
月
五
〇
 

〇
円
 

◆
連
絡
先
 

成
田
キ
ヌ
ョ
（
電
話
3
4ー

 

六
五
五
五
番
）
ま
で
 

“ぜ
ひ

一
度
、
練
習
日
に
お

い
 

で
く
だ
さ
い
）
 

《
 

戸
 

I566り」 広報ごしょがわら 昭和59年（1984年）5 月 1日 

一
 
1

,
 

 

（」
、
一
 ．、
鵬
ぐく
く
・
「《1
い
？一
】
 

ノ
ノ
、
ー
、？「
J乙
】“ニ
ク
、利
川？
月
 

に
防
災
訓
練
 

デ
パ
ー
ト
火
災
ノ

ー
人
の
け

ガ
人
も
出
す
な
ー
と
、
春
の
火

災
予
防
運
動
三
日
目
の
十
一
日

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
デ
パ
ー
ト
丸
友

で
、
防
災
総
合
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

訓
練
に
は
、
五
所
川
原
消
防

署
か
ら
ポ
ン
プ
車
、
は
し
ご
車

も
出
動
、

約
二
百
三
十
人
が
真

剣
に
避
難
し
、
無
事
訓
練
を
終

り
ま
し
た
。
 

訓
練
の
指
揮
に
当
た
っ

た
五

所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
の

黒
石
健
作
消
防
長
は
、
「訓
練
は

手
際
よ
く
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
 

六
日
）
 

■

派
遣
人
員
 
一
名
（
当

市

へ
の
割
当
）
 

■

経
費
 
個
人
負
担
額

二
十

一
万
五
千
円
 

②
現
在
、

青
年
活
動
を
行

っ
て
い
る
方
で
、
指
導
的
役

割
が
で
き
る
方
 

■

申
込
み
先
及
び
お
間
い

合
わ
せ
 
市
内
鎌
谷
町

一
一
 

般分譲住宅購入者募集 
ぐ現在1,100世帯が住み、計画戸数まであと少しとなりました。生活環境の充実 

した快適な住宅団地です。 

〇一般分譲とは 自己資金（公庫以外の機関からの借入金を含む）と住宅金融 

公庫融資とあわせて分譲住宅を今年中にお求めになれる制度です。 

〇地域特別分譲住宅とは 住宅金融公庫償還開始から 5 年間1％の利息の援助 

を青森県から受けられ、公庫融資の増額という特点があります。 

〇詳しくは、青森県住宅供給公社業務課（廿0177 ⑩局1625番） 

五所川原市建設部建築住宅室（ftぐ5)2 1 1 1番内線 239番） 

地域持分→地域特別分譲住宅 

広田団地 

区 	分 募集予定戸数 
一戸当り面積 

譲渡予定 
価 	格 

公庫融資
見込額 

自己資金 募集予定 
時 	期 

宅 地 建 物 

ー般分譲 16 	Iコ 
d 

257- 7
5
 

d
 一
 
 6

 
0
 

 

千円 
10,460 - 

千円 
6,400~ 

千円 
4,060 - 

5 月】日～ 
5 月15日 

地域特分 7 277- 60 声～ 10,750 - 6,900 - 3,850 ク 

■

応
募
資
格
 
①
市
内
に
 
青

少
年
の
家

（
。⑩
六
〇
五

居
住
し
、
日
本
国
籍
を
有
す
 
六

番
）
 

る
二
十
歳
以
上
三
十
歳
未
満
 

■
締
切
り
 
五

月
十
日

の
男
女

（四
月
一
日
現
在

）
 

黙
「
」
 青
森
県
青
年
海
外
派
遣
員
を
募
集
 
醸
“
銭
 

青
年
の
国
際
的
視
野
を
広

め
国
際
協
力
の
精
神
を
高
め

る
と
と
も
に
、
次
代
を
担
う

中
堅
青
年
の
育
成
を
図
る
た

め
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
 

フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
 

西
ド
イ
ツ
、
デ
ン
マ
ー
ク
 

■

期
間
 
昭
和
五
十
九
年

八
月
か
ら
九
月
（
十
五
泊
十
 
 

日
の
訓
練
を
今
後
も
心
に
残
し

て
ほ
し
い
」
 
と
総
評
。
 

ま
た
、

こ
の
日
は
、
同
消
防

署
の
一
日
婦
人
消
防
官
に
な
っ

た
中
居
ひ
か

る
さ
ん
ら
七
人
が
 

“本
番
）
さ
な
が
ら
の
訓
練
を

じ
っ
と
見
守
っ

て
い
ま
し
た
。
 

フ
ァ
ス
ト

コ
ン
 

サ
ー
ト

を
開
催
 

五
所
川
原
吹
奏

楽
団
 

五
所
川
原
吹
奏
楽
団
で
は
、
 

団
結
成
四
年
目
に
し
て
、
こ
の

ほ
ど
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

勤
労
青
少
年
の
サ
ー
ク
ル
活

動
の
一
環
と
し

て
、
日
夜
練
習

に
は
げ
ん
で
き
た
成
果
を
皆
さ

ん
に
ご
披
露
し
た
い
と
思
い

ま

す
。
た
く
さ
ん
の
お
い
で
を
お

待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
 

〇
日
時
 
五
月
三
日
（
木
）
 

午
後
六
時
三
十
分

〇
場
所
 
市
民
文
化
会
館
 

バ
レ

ー
ボ
ー
ル

マ
マ
さ
ん
募
集
 

五
所
川
原
市
女
性
バ
レ
ー
ボ
 

ー
ル
ク
ラ
ブ

（
代
表
 
成
田
キ

ヌ
ョ
）
で
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
や
り
た
い
 
「マ
マ
さ
ん
」
を

広
く
募
集
し

て
い
ま
す
。
 
 

◆
資
格
 

五
所
川
原
市
に
居
住
し
て
 

い
る
既
婚
の
女
性
 

◆
練
習
時

間

・
会
場
 

毎
週
金
曜
日
 
午
後
七
時
 

ー
九
時
 

五
所
川
原
小
学
校
体
育
館
 

（下
平
井
町
）
 
 

◆
費
用
 

ス
ポ
ー
ッ
障
害
保
険
料
年
 

一
、〇
〇
〇
円
、
会
費
月
五
〇
 

〇
円
 

◆
連
絡
先
 

成
田
キ
ヌ
ョ
（
電
話
3
4ー

 

六
五
五
五
番
）
ま
で
 

“ぜ
ひ

一
度
、
練
習
日
に
お

い
 

で
く
だ
さ
い
）
 

《
 

戸
 



5月12日～15日 

自然保護展を開催 丸 

脅難II 

麟「 
I L%jr.tThJ7 叡 

鳶
1 ' 

	l 

乳
房
掌
に
確
か
め
安
堵
の
子
の
寝
顔
 

草
 
林
 

逆
転
の
無
罪
返
ら
ぬ
年
を
繰
り
 

一
 
閃
 

父
母
と
住
む
幸
わ
せ
夜
の
灯
を
囲
む
 

長
一
郎
 

吹
雪
か
れ
て
来
た
娘
の
頬
が
美
し
い
 

一
 
策
 

肩
た
た
く
嫁
に
遣
産
を
増
加
す
る
 

彩
 
人
 

文芸欄 

ー
 

，
 

“
 

朽
 

岩
木
吟
社
提
供
 

,
 

◇
会
費
一
人
 
三
千
六
百
五
 

・

十
円
（
見
学
料
含
む
）
 
一
 

今
年
は
市
制
三
十
周
年
を
迎

え
た
当
市
の
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
開
催
す
る
も
の
で
、
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

◇
主
催
 
青
森
県
、
日
本
野

鳥
の
会
弘
前
支
部
、
青
森
県
自

然
保
護
の
会
 

◇
開
催
期
間
 
五
月
十
二
日
 

（
土
）
 五
月
十
五
日

（
火）
 

ロ
開
催
場
所
 
中
三
デ
パ

ー
 

ト
五
所
川
原
店
（
五
階
催
事
場
）
 

〇
展
示
内
容
 

①
自
然
を
知
る
コ
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ー
 

②
自
然
を
守
る
コ
ー
ナ

ー
 

③
〉
目
然
に親
し
む
コ
ー
ナ

ー
 

(
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(

）
市の
自
然
コ
ー
ナ

ー
 

⑤
野
生
鳥
類
の
コ
ー
ナ

ー
 

⑥
十
六
ミ
リ
で
紹
介
す
る
コ
 

ー
ナ

ー
 

〇
そ
の
他
 

①
期
間
中
、
毎
日
先
着
三
百

名
に
苗
木
（
ナ
ナ
カ
マ
ド
・
ツ

バ
キ
・
オ
ン
コ
）
を
無
料
配
布

し
ま
す
。
 

②
母
日
先
着
五
十
名
に
巣
箱

の
材
料
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。
 

③
士
一
日

（
土
）
午
後
一
時
 
 か

ら
産
経
会
館
四
階
で
「
青
森

県
の
野
生
鳥
獣
に
つ
い
て
」
 
の

講
演
会
が
あ
り
ま
す
。
 

講
師
に
は
弘
前
大
学

・
平
田
 
 

貞
雄
教
授
、
明
徳
中
学
校
・
村

田
孝
嗣
先
生
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
み
な
さ
ん
お
い

で
下
さ
い
。
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へ
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→
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厄
実
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和
五
十
九
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五
所
川
原
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合
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除
厄
祈
願
祭
実
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委
員
会
 

（
寺田
一
実
行
委
員
長
）
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四

月
七
日
、
社
会
福
祉
に
役
立
て

て
下
さ
い
と
四
万
九
千
三
百
一
一

十
円
を
市
に
寄
付
、
寺
田
委
員

長
ら
三
役
が
森
田
市
長
に
託
し

ま
し
た
。
 

三
月
十
八
日
、
市
中
央
公
民

館
で
開
い
た
合
同
除
厄
祈
願
祭

の
収
支
決
算
剰
余
金
を
寄
付
し

た
も
の
で
す
。
 

電
報
電
話
局
か
ら
の
お
願
い
 

あ
な
た

の
声
を
 

お
聴
か

せ
く
だ

さ
い
 

電
電
公
社
で
は
、
従
来
か
ら

お
客
さ
ま
の
声
を
サ
ー
ビ
ス
の

改
善
や
新
し
い
電
話
機
等
の
開

発
に
と
り
入
れ
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
 

こ
の
た
び
、
五
所
川
原
市
役

所
、
五
所
川
原
中
央
公
民
館
、
 

弘
前
バ
ス
案
内
所
、
七
和
農
協

の
四
カ
所
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
投

書
箱
「
テ
レ
太
君
の
電
電
目
安

箱
」
（写
真
）
を
設
け
ま
し
た
。
 

「信
頼
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
町

の
電
話
局
」
を
め
ぎ
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
お
客
さ
ま
の
率

直
な
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
聴

か
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
電
話

局
の
窓
ロ
や
電
話

（廿
三
四

ー
 

二
〇
〇
〇
番
、
無
料
）
で
も
、
 

お
受
け
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
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い
。
 

市
中
央
公
民
館
で

は
、
昭
和

五
十
九

年
度

の
「
み
ん
な
の
教

室
」
の
受
講
生
を

募
集
し

て
い

ま
す
。

特
に
初
心

者
を

歓
迎
し

ま
す
。

ふ
る
っ

て
ご
応
募

下
さ
 

ロ
対
象
者
 
市
内
に

住
ん
で

い
る
方
。

た
だ
し
二

年
以
上

受

講
し
よ
方
は
除

き
ま
す
。
 

ロ
教
室
の
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類
 
茶
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流
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民
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の
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受
講

生
募
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し

て
い
ま
す
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ぎ
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、

日
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踊
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コ
ー
 

ヒ
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ポ

ー
ッ
等

口
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込

み
締
切
り
 

五
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十

五
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申
込
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せ
先
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央
公
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廿
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五
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卓
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。
 

年
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（
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先
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広
報
紙
の
早

期
配
布
に
ご
協
力
下
さ

い
 

べで一＝= →ー一→一 

＝浸責裏無難蒸麟轡 
⑨料 金 （年1回）登録

ロ登録料 2,100円、 

ロ注射料 1.240円｝3.700円
ロ注射済票 360円 J 

（自宅巡回注射料 1,900円） 

⑨犬の放し飼いは出来ません。 

1．犬の登録をしないと・・”・・・…・・狂犬病予防法 

第 4 条違反 3万円以 

2．犬に注射を受けさせないと・・・狂犬病予防法 下の罰金 

第 5 条違反 

3．犬を放しておくと 	県飼犬の管理及び犬による 

危害の防止に関する条例第 

3 条違反 1 万円以下の罰金

※犬のフンは、みんなが迷惑しています。 

飼主は、必ず始末しましよう。 

昭和59年度（春季）狂犬病予防注射日程表 

月日 実 	施 	場 	所 実 施 時 間 

5
月

1
[
4

日
囲
 

み な と 	集 会 所前 

うばや ち 	神 	社 	前 

稲 	実 	消防屯所前 

広 	田 	市農協栄支所前 

七 ッ 館 	工藤理容所前 

浅 	井 	円イガン横綱前 

9時30分～10時00分 

10時10分～10時30分 

10時40分～11時00分 

11時00分～11時30分 

11時40分～12時00分 

12時10分～12時30分 

5
月

1
1
5
H
因
 

豊 	成 	りんご倉庫前 

俵 	元 	警 鐘 台前 

原 	子 	コミハウ原子 

前田野目 	西塚 商 店 

派 	立 	新谷啓宅前 

高 	野 	神 社 前 

9時30分～ 9時50分 

10時00分～10時20分 

10時30分～11時00分 

11時10分～11時40分 

13時00分～13時20分 

13時30分～13時50分 

5
月

1
1
6

日
困
 

松 島 町 	八丁目バス停前 

松 島 町 	松島ストア前 

松 島 町 	松島会館前 

田園調布 	藤巻商店前 

鎌 谷 町 	防災コミセン前 

平 和 町 	集 会 所前 

田町・栄町 	白衣神社前 

I日 市 内 	市民会館前 

9時30分～ 9時50分 

10時00分～10時20分 

10時30分～10時50分 

11時00分～11時20分 

11時30分～11時50分 

13時00分～13時20分 

13時30分～13時50分 

14時00分・～14時20分 

5
月

1
[
7

日
困
 

下平井町 	老人ホーム前 

旧 市 内 	敷島分院跡地 

I日 市 内 	斎勝駐車場 

末 広 町 	保 健 所前 

小 	曲 	集 会 所前 

小 	曲 	秋田谷旅館前 

9時30分～ 9時50分 

10時00分～10時20分 

10時30分～10時50分 

11時00分～11時20分 

11時30分～11時50分 

12時00分～12時20分 

5
月

1
1
8
B
圏
 

新 	宮 	集 会 所前 

若 	葉 	森 の 家 前 

田 	川 	奈良商店前 

高 	瀬 	集 会所前 

鶴 ケ 岡 

上 藻 川 	農協倉庫前 

ド 藻 川 	消防屯所前 

9時30分～ 9時50分 

10時00分～10時30分 

10時40分～11時00分 

11時10分～11時30分 

11時40分・---12時00分 

13時00分～13時20分 

13時30分～13時50分 

テレビ・ 

防災キャンペーン 

青森放送（RA B) 
毎週木曜日 	10:45-10 】 50 

青森放送（RAB) 
毎週土曜日 	13 :55 -14 : 00 

放送日 
ご存じですか 

防災ミニ百科ー 
放送日 

そのときあなたは？
―くらしの中の防災― 

5/3 作ろう、わが家の
こ防災憲法ミ 5/5 

警戒宣言が 

出されると 

5/10 
避難場所・経路を 

知っておこう 5/12 
地震発生！ 
グラッときたら 

火の始末 

5/17 消火器の 
正しい使い方 

5/19 地震発生！ 
初期消火と早期通報 

☆街頭献血のご案内☆ 

H
  

午 前 午 	後 

【hJ
 
 

16 
日 立 

12: 
人 間 電 子 

30-14: 30 
白生会胃腸病 院 

15 : 00-16 : 00 

にJ
 
 

30 
保 

10 : 
健 

00-12 : 00 
所 西 北 中 央 病 院 

13 : 00-16 :00 

なニ極誓三奉 三
 

い
。
 

市
中
央
公
民
館
で

は
、
昭
和

五
十
九

年
度

の
「
み
ん
な
の
教

室
」
の
受
講
生
を

募
集
し

て
い

ま
す
。

特
に
初
心

者
を

歓
迎
し

ま
す
。

ふ
る
っ

て
ご
応
募

下
さ
 

ロ
対
象
者
 
市
内
に

住
ん
で

い
る
方
。

た
だ
し
二

年
以
上

受

講
し
よ
方
は
除

き
ま
す
。
 

ロ
教
室
の
種
類
 
茶

道
、

生

花

（遠
州
流
か

小
原
流
）
、料
理
、
 

作
法
、

洋
裁
、

着
付
、

民
謡
、
 

み
ん
な
の
教
室
 

受
講

生
募
集
し

て
い
ま
す
 

ち
ぎ
り
絵
、

日
本
舞
踊
、

コ
ー
 

ヒ
ー
、
習
字
、
軽
ス
ポ

ー
ッ
等

口
申
込

み
締
切
り
 

五
月
十

五
日
（
火

）
 

ロ
申
込

み
 
問
合
わ

せ
先

市
中
央
公
民
館
（
廿

⑩
ー
六
〇
 

五
六
番

）
 

ロ
申
込
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方

法
 

は
が

き
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希
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す
る
教
室

名
、

時
間
、
住

所
、
氏
名
、
性
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、

年
齢
、
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話
番
号
を

明
記
し
て
申
込
み
下

さ
い
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「
 
球
愛
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」
 
ム
 
員
募

集

口
 

初
心

者
歓
迎
 

若
さ
と
健
康
を

た
も

つ
為
に

卓
球
を

始
め
て

み
ま
せ
ん

か
。
 

年
齢
、
経
験
は
問

い
ま
せ
ん
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（
初
心
者
歓

迎
）
 

〇
練
習
場
所
 
市
民

体
育
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〇
練
習
時

間
 
毎
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曜

日
 
午

前
十
時
か

ら
十
二
時
ま
で

〇
会
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ー

ケ
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五
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〇
連
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先
 
市

内
小

曲
「
ボ
ン
」
 

斎
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廿
⑩
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三
九
〇

番
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後
五

時
以
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市
内
大
町

花
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二
一

八
九
番
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広
報
紙
の
早

期
配
布
に
ご
協
力
下
さ

い
 

べで一＝= →ー一→一 

＝浸責裏無難蒸麟轡 
⑨料 金 （年1回）登録

ロ登録料 2,100円、 

ロ注射料 1.240円｝3.700円
ロ注射済票 360円 J 

（自宅巡回注射料 1,900円） 

⑨犬の放し飼いは出来ません。 

1．犬の登録をしないと・・”・・・…・・狂犬病予防法 

第 4 条違反 3万円以 

2．犬に注射を受けさせないと・・・狂犬病予防法 下の罰金 

第 5 条違反 

3．犬を放しておくと 	県飼犬の管理及び犬による 

危害の防止に関する条例第 

3 条違反 1 万円以下の罰金

※犬のフンは、みんなが迷惑しています。 

飼主は、必ず始末しましよう。 

昭和59年度（春季）狂犬病予防注射日程表 

月日 実 	施 	場 	所 実 施 時 間 

5
月

1
[
4

日
囲
 

み な と 	集 会 所前 

うばや ち 	神 	社 	前 

稲 	実 	消防屯所前 

広 	田 	市農協栄支所前 

七 ッ 館 	工藤理容所前 

浅 	井 	円イガン横綱前 

9時30分～10時00分 

10時10分～10時30分 

10時40分～11時00分 

11時00分～11時30分 

11時40分～12時00分 

12時10分～12時30分 

5
月

1
1
5
H
因
 

豊 	成 	りんご倉庫前 

俵 	元 	警 鐘 台前 

原 	子 	コミハウ原子 

前田野目 	西塚 商 店 

派 	立 	新谷啓宅前 

高 	野 	神 社 前 

9時30分～ 9時50分 

10時00分～10時20分 

10時30分～11時00分 

11時10分～11時40分 

13時00分～13時20分 

13時30分～13時50分 

5
月

1
1
6

日
困
 

松 島 町 	八丁目バス停前 

松 島 町 	松島ストア前 

松 島 町 	松島会館前 

田園調布 	藤巻商店前 

鎌 谷 町 	防災コミセン前 

平 和 町 	集 会 所前 

田町・栄町 	白衣神社前 

I日 市 内 	市民会館前 

9時30分～ 9時50分 

10時00分～10時20分 

10時30分～10時50分 

11時00分～11時20分 

11時30分～11時50分 

13時00分～13時20分 

13時30分～13時50分 

14時00分・～14時20分 

5
月

1
[
7

日
困
 

下平井町 	老人ホーム前 

旧 市 内 	敷島分院跡地 

I日 市 内 	斎勝駐車場 

末 広 町 	保 健 所前 

小 	曲 	集 会 所前 

小 	曲 	秋田谷旅館前 

9時30分～ 9時50分 

10時00分～10時20分 

10時30分～10時50分 

11時00分～11時20分 

11時30分～11時50分 

12時00分～12時20分 

5
月

1
1
8
B
圏
 

新 	宮 	集 会 所前 

若 	葉 	森 の 家 前 

田 	川 	奈良商店前 

高 	瀬 	集 会所前 

鶴 ケ 岡 

上 藻 川 	農協倉庫前 

ド 藻 川 	消防屯所前 

9時30分～ 9時50分 

10時00分～10時30分 

10時40分～11時00分 

11時10分～11時30分 

11時40分・---12時00分 

13時00分～13時20分 

13時30分～13時50分 

テレビ・ 

防災キャンペーン 

青森放送（RA B) 
毎週木曜日 	10:45-10 】 50 

青森放送（RAB) 
毎週土曜日 	13 :55 -14 : 00 

放送日 
ご存じですか 

防災ミニ百科ー 
放送日 

そのときあなたは？
―くらしの中の防災― 

5/3 作ろう、わが家の
こ防災憲法ミ 5/5 

警戒宣言が 

出されると 

5/10 
避難場所・経路を 

知っておこう 5/12 
地震発生！ 
グラッときたら 

火の始末 

5/17 消火器の 
正しい使い方 

5/19 地震発生！ 
初期消火と早期通報 

☆街頭献血のご案内☆ 

H
  

午 前 午 	後 

【hJ
 
 

16 
日 立 

12: 
人 間 電 子 

30-14: 30 
白生会胃腸病 院 

15 : 00-16 : 00 

にJ
 
 

30 
保 

10 : 
健 

00-12 : 00 
所 西 北 中 央 病 院 

13 : 00-16 :00 

なニ極誓三奉 三
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